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例年、野生の毒キノコによる食中毒が発生しています。 

食用きのこと間違えられやすい毒きのこは、見た目が似ているだけでなく、食用きのこと同じ場所に生えている

ことがあり、見分けることが困難な場合があります。少しでも疑わしいと感じた野生きのこは採らないようにご注意く

ださい。 

農林水産省 HP にも掲載してありますので、ご覧ください。 

https://www.maff.go.jp/j/syouan/nouan/rinsanbutsu/yaseikinoko/yaseikinoko.html 
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１．農林水産省 「毎日お茶のある暮らしキャンペーン（秋バージョン）」の募集 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

農林水産省は、日本茶の消費拡大の一環として、時代に合ったお茶の楽しみ方を提案している事業者の

方々と連携して、「毎日お茶のある暮らしキャンペーン」を行っています。 

春、夏に続いてキャンペーン第三弾として「日本茶×秋の味覚」を随時募集します。 

秋も深まるこの時期ならではの、栗や柿といった果物やこれらを使用した和菓子・デザートなど、秋の味覚と日本

茶を組み合わせた楽しみ方を募集し、情報発信を行います。 

お茶の生産者や事業者の皆様に加え、果物の生産者や和菓子店など皆様からのご応募をお待ちしております。 

https://www.maff.go.jp/j/press/nousan/tokusan/221006_5.html 
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２．文化庁 「100 年フード」及び「食文化ミュージアム」の公募を開始 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

文化庁は、今年も、地域で受け継がれ愛されている食文化を掘り起こし、100 年続く食文化として継承する

ことを目指す「100 年フード」の取組を進めるため、参加してくださる地方自治体、協議会、民間団体等を広く

募集します。 

また、食文化への学びや体験の提供に取り組む博物館、道の駅、食の体験・情報発信施設等に関する情

https://www.maff.go.jp/j/syouan/nouan/rinsanbutsu/yaseikinoko/yaseikinoko.html
https://www.maff.go.jp/j/press/nousan/tokusan/221006_5.html
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報を集約し、Web サイト上の仮想ミュージアムである「食文化ミュージアム」において一体的に発信するため、掲

載施設を募集します。 

■募集期間：令和 4 年 10 月 13 日（木）～11 月 25 日（金） 

■応募 URL 

・100 年フード 

 https://foodculture2021.go.jp/hyakunenfood/ 

・食文化ミュージアム 

   https://foodculture2021.go.jp/about/foodculturemuseum/ 
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３．文化庁 文化審議会の答申（登録無形文化財の登録及び保持団体の認定） 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

文化審議会（会長：佐藤信）は、10 月 12 日（水）に開催された同審議会文化財分科会の審議・議

決を経て、以下の登録無形文化財の登録及び保持団体の認定について、文部科学大臣に答申しましたので、

お知らせします。 

この結果、官報告示の後に、登録無形文化財の認定件数は 4 件、保持団体数は 4 団体となる予定です。 

https://www.bunka.go.jp/koho_hodo_oshirase/hodohappyo/93776401.html 

登録無形文化財 保持団体（代表者） 

菓銘をもつ生菓子（煉切・こなし） 優秀和菓子職会 （会長 細田 治） 

京料理 京料理技術保存会（会長 髙橋英一）秋といえば、「味覚の秋」や「実りの秋」といわれるように四

季の中で最も食欲のわく季節です。  

米やさつまいも、柿、栗、梨などの農作物が実り、サンマをはじめとする魚にも脂がのって食べごろの季節ですの

で、秋の味覚を満喫して、地元の産物を楽しんではいかがでしょうか。 
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       中国四国地域の和食文化ネットワークの事務局 
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窓  口：中国四国農政局 経営・事業支援部 地域食品・連携課 

住  所：岡山県岡山市北区下石井 1-4-1 

電  話：(086)224-4511 【内線 2160／2173】 FAX：(086)224-7736 

 

農林水産省では、このほかにもメールマガジンを発行しております。 

配信をご希望される方は、ご登録をお願いします。 

https://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/index.html 

https://foodculture2021.go.jp/hyakunenfood/
https://foodculture2021.go.jp/about/foodculturemuseum/
https://www.bunka.go.jp/koho_hodo_oshirase/hodohappyo/93776401.html
https://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/index.html

